























 『日本帝国統計年鑑』とは，1882 年（明治 15 年）から大戦によって中断される 1940 年
























項目内容 第 1 回 第 29 回 第 58 回 
土地 土地 土地 土地 
天候  気象  
人口 人口 人口  人口 
第一次産業 農業 農業  農林及び水産 
 山林 山林及び狩猟  
 漁業及び製塩 漁業及び製塩   
第二次産業 鉱山 鉱業 鉱業及び工業 
 工業 工業及び賃金 労働及び職業紹介 
  築造  
第三次産業 通運 陸運 交通 
  水運  
  郵便及び電信電話  
  内国商業及び会社 商業及び金融 
 銀行及び金融 銀行及び金融  
  貯金及び保険  
 外国貿易 外国貿易 貿易 
病院・衛生 衛生 衛生  
宗教 社寺 社寺及び教会 教育，神社及び宗教 
教育 教育 教育  
  教育および慈恵 社会事業 
治安 警察 警察 警察，衛生及び災害 
 監獄 監獄  
 司法 裁判及び登記 司法 
軍 陸軍 陸軍  
 海軍 海軍  
政治 政事 議員選挙 選挙，官吏公吏及び恩賞 
  官吏公吏及び恩給  
  財政 財政 
   産業国体 
財閥等 財閥 爵位勲章及び褒章  
開拓地 北海道 北海道  
植民地・領土  朝鮮  
  台湾  
  樺太  

















入力してもらった．実際に集めたデータは図表 2 の通りとなる． 
  
     年 欠損年 
外国人数 1899-1938 1912, 1914, 1925 
日本人人口 1898-1938 - 
男子不就学率 1898-1937 - 
女子不就学率  1898-1937 - 
犯罪者検挙数 1898-1938 1924 
米生産高 1898-1938 - 
甘藷・馬鈴薯生産高 1898-1938 - 
製糸工場数 1898-1937 1906 
反物・帯値段 1898-1937 - 
農業企業数 1898-1938 - 
商業企業数 1898-1938 - 
工業企業数 1898-1938 - 
水陸運輸業企業数 1898-1938 - 







 所得税額については，制度として整備されたのが 1902 年であり，それ以降のデータとな






















る．1912 年，1914 年，1925 年はデータが記載されていないので空欄となっている．この
図は大きく分けて 2 点の特徴があるといえる．1 点目は日本に居住する外国人数が右肩上が
りの傾向にあることである．確かに年に応じて増減はしているものの，基本的には減少後す
ぐに回復し増加するというパターンをたどっているといえる．2 点目は大きな災害や恐慌の
際には外国人数が減少しているということである．例えば図表 3 からは，1923 年の関東大
震災や，1931 年以降の昭和恐慌，1937 年以降の日中戦争時に外国人数が大幅に減少してい




 次に，図表 4 に外国人数をプロットしたものを示す．図表 4a は開港地，開市地の場所を
示したものである．開港地は箱館，新潟，横浜，神戸，長崎であり，開市は東京と大阪であ









図表 3：1899 年から 1938 年にかけての総外国人数 
 
 




















なる．そこで改めて自分で 1 ページ分（15 行×8 列プラス変数名）を入力してみたところ，
9 分半で入力できた．巻ごとに揺れはあるものの，入力の際に使った年鑑は約 1200 ページ










きな困難が予想される．まず第 1 巻（1882 年，明治 15 年）か






を 1 番，沖縄を 47 番とした並びで統一されている．しかしな
がら『日本帝国統計年鑑』では，第 1 巻から第 9 巻までは東京
からはじまり京都，大阪，神奈川，兵庫，長崎といった都市圏
の順になっており，第 1 巻では都道府県の数も 40 である．第
10 巻から第 32 巻までは東京，神奈川，埼玉，千葉，といった
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明治 43 年に刊行されているが，「現在本籍人口」は明治 41 年の値，「本邦在留外国人」は












































年で課税免除額の下限が異なっており（1887 年以降 300 円以上，1913 年 400 円以上，1918
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Summary 
 




This study introduces the characteristics and importance of “Statistical 
Yearbook of the Japanese Empire”, a series of statistics collected annually from 1882 to 
1940. In this study I describe the experience of digitizing a part of the book, difficulties 
faced during digitalization, future usage of the book, and useful datasets from the pre-
war period. For the purpose of my research, I digitalized information regarding the 
number of foreigners in each prefecture as well as 13 other variables, obtaining insights 
for foreigner situations during pre-war Japan. However, I experienced three types of 
problems during the digitalization including the format of the book, missing variables, 
and consistency of variables across years.   
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